
目

次

告

示

△

出
納
長
の
事
務
の
一
部
委
任

(

審
査
指
導
室)

…
…
…
一

△

平
成
十
六
年
広
島
県
告
示
第
千
三
百
七
十
八
号

(

広
島
県
行
政
手

続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
条
例
の
規
定

に
よ
り
、
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る
方
法
に
よ
り
行
わ
せ
、

又
は
行
う
こ
と
が
で
き
る
手
続
等)

の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

(

情
報
政
策
室)

…
…
…
一

(

県
法
規
登
載)

△

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
の
規
定
に
よ
る
特
定
施
設
の
設

置
許
可
申
請
の
概
要

(

環
境
対
策
室)

…
…
…
一

△

道
路
の
区
域
変
更(

三
件)

(
道
路
河
川
管
理
室)

…
…
…
三

△

道
路
の
供
用
開
始(

三
件)

(

〃

)

…
…
…
五

公

告

△

県
営
土
地
改
良
事
業
の
換
地
計
画
の
樹
立(

二
件)

(

土
地
改
良
室)
…
…
…
五

△

土
地
収
用
法
の
規
定
に
よ
る
土
地
立
入
り
の
許
可

(

用

地

室)
…
…
…
六

公
安
委
員
会
告
示

△

遊
技
機
の
型
式
の
検
定
の
告
示

六

告告告

示示示

広
島
県
告
示
第
九
百
二
十
六
号

地
方
自
治
法

(

昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
。
以
下

｢

法｣

と
い
う
。)

第
百
七
十
一
条
第
四
項
の

規
定
に
よ
っ
て
、
次
の
と
お
り
出
納
長
の
事
務
の
一
部
を
委
任
さ
せ
た
。

平
成
十
八
年
十
月
三
十
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

広
島
県
告
示
第
九
百
二
十
七
号

平
成
十
六
年
広
島
県
告
示
第
千
三
百
七
十
八
号

(

広
島
県
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利

用
に
関
す
る
条
例
の
規
定
に
よ
り
、
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る
方
法
に
よ
り
行
わ
せ
、
又
は
行
う
こ
と

が
で
き
る
手
続
等)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
十
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
十
八
年
十
月
三
十
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

表
中

め
る
。

広
島
県
告
示
第
九
百
二
十
八
号

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法

(

昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
号)

第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特

定
施
設
の
設
置
許
可
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
概
要
を
次
の
と
お
り
告

示
す
る
。

平
成
十
八
年
十
月
三
十
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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広
島
県
立
黒
瀬
高

等
学
校
に
所
属
す

る
次
の
職
員

奥
田

俊
博

出
納
長
の
事
務
の

一
部
の
委
任
を
受

け
た
出
納
員

当
該
出
納
員
の
所
属
す
る
廨
の
会
計
事
務(

法
第
百
七
十
条

第
二
項
第
二
号
及
び
第
七
号
に
規
定
す
る
会
計
事
務
を
除
く
。)

委

任

し

た

事

務

平
成
一
八
年
十
月
一
八
日

委
任
し
た
年
月
日

｢

漁
船
法
施
行
細
則(

昭
和
二
十
六
年
広
島
県
規
則
第
六
十
四

号)

第
四
条
及
び
第
五
条

｣

を

｢

毒
物
及
び
劇
物
取
締
法
施
行
細
則(

昭
和
二
十
六
年
広
島
県

規
則
第
七
十
一
号)

漁
船
法
施
行
細
則(

昭
和
二
十
六
年
広
島
県
規
則
第
六
十
四

号)

第
六
条
第
四
項

第
四
条
及
び
第
五
条

｣

に
改

(定期)

定

第 ８２

期

号

発行者 広 島 県

広 島 県 総 務 部発行所 総務管理局文書法制室

購読料 月 額 ２�７００円



一

申
請
者
の
住
所
及
び
氏
名
並
び
に
工
場
又
は
事
業
場
の
所
在
地
及
び
名
称

二

申
請
の
内
容

特
定
施
設

二

ロ

洗
浄
施
設
二
基
を
新
設
す
る
。

そ
れ
に
伴
い
、
固
液
分
離
装
置
、
活
性
汚
泥
処
理
施
設
及
び
中
和
処
理
施
設
№
二
の
使
用
の
方
法
を
変

更
し
、
総
合
排
水
口
の
水
質
を
変
更
す
る
。

１

特
定
施
設
の
種
類
能
力
及
び
使
用
の
方
法
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2

工
場
又
は
事
業
場
の
所
在
地
及
び
名
称

申
請

者
の

住
所

及
び

氏
名

三
原
市
沼
田
西
町
松
江
二
一
五
一－

一

山
陽
乳
業
株
式
会
社

三
原
市
沼
田
西
町
松
江
二
一
五
一－

一

山
陽
乳
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

木
原

正
勝

工 期 等 能

力

種

類

使

用

開

始

予

定

年

月

日

工

事

完

成

予

定

年

月

日

工

事

着

手

予

定

年

月

日

完
成
後
直
ち
に

工
事
着
手
後
七
日
後

許
可
後
直
ち
に

一
時
間
当
た
り
二
〇�
送

液 二

ロ

洗
浄
施
設

一

基(

Ｃ
Ｉ
Ｐ(

全
自
動
処
理

装
置)

№
四)���

同
上

�� 一
時
間
当
た
り
二
、
〇
〇

〇
ケ
ー
ス
洗
浄

二

ロ

洗
浄
施
設

一

基(

洗
箱
機
№
二)

使 用 の 方 法

汚
水
等
の
排
出
先

排
出
さ
れ
る
汚
水
等
の
一
日
当
た
り
の
量

(

単

位
・
立
方
メ
ー
ト
ル)

排出される汚水等の汚染状態

項

目

使
用
時
間
間
隔
及
び
一
日
当
た
り
の
使
用
時
間

(

使
用
の
季
節
的
変
動)

ノ
ル
マ
ル
ヘ
キ
サ
ン

抽
出
物
質
含
有
量

燐

含

有

量

窒

素

含

有

量

浮

遊

物

質

量

化
学
的
酸
素
要
求
量

生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量

水
素
イ
オ
ン
濃
度(

単
位
・
水
素
指
数)

単
位
・

一
リ
ッ
ト
ル

に
つ
き

ミ
リ
グ
ラ
ム

固
液
分
離
装
置

一 六 五 八
一
五

二
四
〇

一
九
〇

九
・
〇
〜

九
・
五

通

常

三
〇
分
間
連
続
使
用

(

な
し)

二 七 八
一
〇

二
〇

二
九
〇

二
一
〇

九
・
〇
〜

九
・
五

最

大

同
上

二
二 五 一 二

一
八

六
〇

九
〇

八
・
〇
〜

九
・
〇

通

常

九
時
間
連
続
使
用

(

な
し)

二
七 七 二 三

二
〇

八
〇

一
一
〇

八
・
〇
〜

九
・
〇

最

大

(定期)

２

汚
水
等
の
処
理
の
方
法

(

そ
の
一)

固
液
分
離
装
置

使 用 の 方 法 工 期 等

処理前処理後の
汚水等の汚染状況

使

用

開

始

予

定

年

月

日

工

事

完

成

予

定

年

月

日

工

事

着

手

予

定

年

月

日

燐

含

有

量

窒

素

含

有

量

化
学
的
酸
素
要
求
量

項

目
単
位
・

一
リ
ッ
ト
ル

に
つ
き

ミ
リ
グ
ラ
ム

一
〇

一
八

一
九
六

通

常

処

理

前

���
既
設

��
変

更

前

一
六

二
四

二
三
六

最

大

八
一
二

一
三
〇

通

常

処

理

後
一
二

一
八

二
〇
〇

最

大

一
二

二
一

一
九
六

通

常

処

理

前

完
成
後
直
ち
に

着
手
後
直
ち
に

許
可
後
直
ち
に 変

更

後

一
九

二
七

二
三
五

最

大

九
一
六

一
三
〇

通

常

処

理

後
一
四

二
一

一
九
九

最

大



３

排
出
水
の
汚
染
状
態

三

事
前
評
価
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
の
縦
覧
期
間
及
び
縦
覧
場
所

１

縦
覧
期
間

平
成
十
八
年
十
月
三
十
日
か
ら
平
成
十
八
年
十
一
月
二
十
日
ま
で

２

縦
覧
場
所

広
島
県
環
境
部
環
境
対
策
局
環
境
対
策
室
及
び
広
島
県
尾
三
地
域
事
務
所
厚
生
環
境
局
環
境
管
理
課

並
び
に
三
原
市
環
境
部
環
境
管
理
課

広
島
県
告
示
第
九
百
二
十
九
号

道
路
法

(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号)

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
道
路
の
区
域
を
次

の
と
お
り
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
広
島
県
土
木
部
土
木
整
備
局
道
路
河
川
管
理
室
及
び
広
島
県
広
島
地
域
事
務
所
建
設

局
廿
日
市
支
局
に
お
い
て
、
平
成
十
八
年
十
一
月
十
三
日
ま
で
の
間
、
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
八
年
十
月
三
十
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山
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3

№１排
水口

排
水
口
名

燐
含
有
量

(

単
位
・
一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
ミ

リ
グ
ラ
ム)

項

目

三

通

常

変

更

前
八

最

大

三

通

常

変

更

後
六

最

大

(定期)
(

そ
の
二)

活
性
汚
泥
処
理
施
設

使 用 の 方 法 工 期 等

処理前処理後の
汚水等の汚染状況

使

用

開

始

予

定

年

月

日

工

事

完

成

予

定

年

月

日

工

事

着

手

予

定

年

月

日

燐

含

有

量

窒

素

含

有

量

化
学
的
酸
素
要
求
量

項

目
単
位
・

一
リ
ッ
ト
ル

に
つ
き

ミ
リ
グ
ラ
ム

八
一
二

一
三
〇

通

常

処

理

前

���
既
設

��
変

更

前

一
二

一
八

二
〇
〇

最

大

三 六
二
五

通

常

処

理

後

八
一
〇

六
〇

最

大

九
一
六

一
三
〇

通

常

処

理

前

完
成
後
直
ち
に

着
手
後
直
ち
に

許
可
後
直
ち
に 変

更

後

一
四

二
一

一
九
九

最

大

四 八
二
五

通

常

処

理

後

九
一
五

五
九

最

大

(

そ
の
三)

中
和
処
理
施
設
№
二

使 用 の 方 法 工 期 等

処理前処理後の
汚水等の汚染状況

使

用

開

始

予

定

年

月

日

工

事

完

成

予

定

年

月

日

工

事

着

手

予

定

年

月

日

燐

含

有

量

項

目
単
位
・

一
リ
ッ
ト
ル

に
つ
き

ミ
リ
グ
ラ
ム

三

通

常

処

理

前

���
既
設

��
変

更

前

八

最

大

三

通

常

処

理

後

八

最

大

三

通

常

処

理

前

完
成
後
直
ち
に

着
手
後
直
ち
に

許
可
後
直
ち
に 変

更

後

六

最

大

三

通

常

処

理

後

六

最

大



一

道
路
の
種
類

県
道

二

路
線
名

栗
谷
大
野
線

三

道
路
の
区
域

広
島
県
告
示
第
九
百
三
十
号

道
路
法

(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号)

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
道
路
の
区
域
を
次

の
と
お
り
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
広
島
県
土
木
部
土
木
整
備
局
道
路
河
川
管
理
室
及
び
広
島
県
広
島
地
域
事
務
所
建
設

局
に
お
い
て
、
平
成
十
八
年
十
一
月
十
三
日
ま
で
の
間
、
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
八
年
十
月
三
十
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

一

道
路
の
種
類

県
道

二

路
線
名

原
田
吉
田
線

三

道
路
の
区
域

広
島
県
告
示
第
九
百
三
十
一
号

道
路
法

(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号)

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
道
路
の
区
域
を
次

の
と
お
り
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
広
島
県
土
木
部
土
木
整
備
局
道
路
河
川
管
理
室
及
び
広
島
県
広
島
地
域
事
務
所
建
設

局
に
お
い
て
、
平
成
十
八
年
十
一
月
十
三
日
ま
で
の
間
、
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
八
年
十
月
三
十
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

一

道
路
の
種
類

県
道

二

路
線
名

浅
塚
横
田
線

三

道
路
の
区
域
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廿
日
市
市
大
野
字
郷
四
五
七
〇
番
一
地
先
か
ら

廿
日
市
市
大
野
町
林
ヶ
原
一
丁
目
七
三
四
九
番
八
地
先
一

般
国
道
二
号
交
点
ま
で

廿
日
市
市
大
野
字
郷
四
五
六
九
番
地
先
か
ら

廿
日
市
市
大
野
字
三
郎
右
衛
門
新
開
四
九
一
〇
番
二
地
先

一
般
国
道
二
号
交
点
ま
で

廿
日
市
市
大
野
字
郷
四
五
七
〇
番
一
地
先
か
ら

廿
日
市
市
大
野
町
林
ヶ
原
一
丁
目
七
三
四
九
番
八
地
先
一

般
国
道
二
号
交
点
ま
で

廿
日
市
市
大
野
字
郷
四
五
六
九
番
地
先
か
ら

廿
日
市
市
大
野
字
三
郎
右
衛
門
新
開
四
九
一
〇
番
二
地
先

一
般
国
道
二
号
交
点
ま
で

区

間

新 旧 新
旧

の
別

四
・
八
〇
〜
一

六
・
〇
〇

二
〇
・
〇
〇
〜

四
〇
・
〇
〇

四
・
八
〇
〜
一

六
・
〇
〇

二
〇
・
〇
〇
〜

五
〇
・
〇
〇

敷
地
の
幅
員

(

メ
ー
ト
ル)

二
、
六
七
三
・

〇
〇

九
五
八
・
三
〇

二
、
六
七
三
・

〇
〇

九
五
八
・
三
〇

延

長

(

メ
ー
ト
ル)

一
部
幅
員
減
少

不
要
物
件
延
長

一
二
九
・
〇
〇

メ
ー
ト
ル

不
用
物
件
延
長

一
一
五
・
六
〇

メ
ー
ト
ル

不
要
物
件
延
長

三
一
・
一
〇
メ

ー
ト
ル

不
用
物
件
延
長

一
二
七
・
九
〇

メ
ー
ト
ル

不
要
物
件
延
長

三
一
・
九
〇
メ

ー
ト
ル

不
用
物
件
延
長

九
七
・
五
〇
メ

ー
ト
ル

備

考

安
芸
高
田
市
高
宮
町
原
田
字
笠
間
六
九
七
番
一
〇
地
先
か

ら安
芸
高
田
市
高
宮
町
原
田
字
簾
五
八
番
一
地
先
ま
で

安
芸
高
田
市
高
宮
町
原
田
字
中
原
六
七
二
番
一
地
先
か
ら

安
芸
高
田
市
高
宮
町
原
田
字
笠
間
六
九
七
番
一
〇
地
先
ま

で 安
芸
高
田
市
高
宮
町
原
田
字
中
原
六
七
二
番
三
地
先
か
ら

安
芸
高
田
市
高
宮
町
原
田
字
中
原
六
七
二
番
一
地
先
ま
で

区

間

新 旧 新 旧 旧 新 旧 新
旧

の
別

一
一
・
五
〇
〜

二
八
・
六
〇

三
・
七
〇
〜
一

〇
・
一
〇

一
四
・
一
〇
〜

三
四
・
四
〇

三
・
五
〇
〜
六

・
七
〇

三
・
五
〇
〜
六

・
七
〇

八
・
三
〇
〜
二

九
・
四
〇

三
・
八
〇
〜
二

八
・
六
〇

敷
地
の
幅
員

(

メ
ー
ト
ル)

四
六
四
・
七
〇

四
六
七
・
五
〇

二
〇
二
・
七
〇

二
四
八
・
九
〇

二
四
八
・
九
〇

一
〇
六
・
三
〇

一
一
一
・
三
〇

延

長

(

メ
ー
ト
ル)

拡
幅
県
道
浅
塚

横
田
線
と
一
部

重
複

ダ
ブ
ル
ウ
ェ
イ

拡
幅 備

考

(定期)



広
島
県
告
示
第
九
百
三
十
二
号

道
路
法

(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号)

第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
次
の
道
路
の
供
用

を
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
広
島
県
土
木
部
土
木
整
備
局
道
路
河
川
管
理
室
及
び
広
島
県
広
島
地
域
事
務
所
建
設

局
廿
日
市
支
局
に
お
い
て
、
平
成
十
八
年
十
一
月
十
三
日
ま
で
の
間
、
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
八
年
十
月
三
十
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

広
島
県
告
示
第
九
百
三
十
三
号

道
路
法

(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号)

第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
次
の
道
路
の
供
用

を
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
広
島
県
土
木
部
土
木
整
備
局
道
路
河
川
管
理
室
及
び
広
島
県
広
島
地
域
事
務
所
建
設

局
に
お
い
て
、
平
成
十
八
年
十
一
月
十
三
日
ま
で
の
間
、
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
八
年
十
月
三
十
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

広
島
県
告
示
第
九
百
三
十
四
号

道
路
法

(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号)

第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
次
の
道
路
の
供
用

を
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
広
島
県
土
木
部
土
木
整
備
局
道
路
河
川
管
理
室
及
び
広
島
県
広
島
地
域
事
務
所
建
設

局
に
お
い
て
、
平
成
十
八
年
十
一
月
十
三
日
ま
で
の
間
、
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
八
年
十
月
三
十
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

公公公

告告告

土
地
改
良
法

(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号)

第
八
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
安

芸
高
田
市
高
宮
町
所
在
の
長
瀬
川
地
区

(

歌
ヶ
谷
工
区)

県
営
土
地
改
良
事
業

(

区
画
整
理
事
業)

の
換
地

計
画
を
定
め
た
の
で
、
こ
の
換
地
計
画
書
の
写
し
を
次
に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。

な
お
、
こ
の
換
地
計
画
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
縦
覧
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
五

日
以
内
に
、
広
島
県
知
事
に
対
し
て
異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
同
法
第
八
十
九
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
決

定
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
同
法
第
八
十
九
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
十
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
広
島
県
を
被
告
と
し
て
、
決
定
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か

月
以
内
に
、
異
議
申
立
て
に
対
す
る
決
定
の
取
消
し
を
求
め
る
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

平
成
十
八
年
十
月
三
十
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

一

縦
覧
期
間

平
成
十
八
年
十
月
三
十
日
か
ら
平
成
十
八
年
十
一
月
二
十
日
ま
で

二

縦
覧
場
所

安
芸
高
田
市
役
所
高
宮
支
所

土
地
改
良
法

(
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号)

第
八
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
安

芸
高
田
市
高
宮
町
所
在
の
長
瀬
川
地
区

(

直
会
工
区)

県
営
土
地
改
良
事
業

(

区
画
整
理
事
業)

の
換
地
計

画
を
定
め
た
の
で
、
こ
の
換
地
計
画
書
の
写
し
を
次
に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。

な
お
、
こ
の
換
地
計
画
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
縦
覧
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
五
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安
芸
高
田
市
高
宮
町
原
田
字
向
簾
一
七
〇
番
一
地
先
か
ら

安
芸
高
田
市
高
宮
町
原
田
字
向
簾
二
一
一
番
地
先
ま
で

区

間

新 旧 新
旧

の
別

一
〇
・
一
〇
〜

三
〇
・
四
〇

七
・
二
〇
〜
一

五
・
八
〇

敷
地
の
幅
員

(

メ
ー
ト
ル)

四
九
・
九
〇

四
八
・
九
〇

延

長

(

メ
ー
ト
ル)

拡
幅
県
道
原
田

吉
田
線
と
一
部

重
複 備

考

県
道
栗
谷
大
野

線 路

線

名

廿
日
市
市
大
野
字
郷
四
五
六
九
番
地
先
か
ら

廿
日
市
市
大
野
字
三
郎
右
衛
門
新
開
四
九
一
〇
番
二
地
先
一
般
国
道
二

号
交
点
ま
で

供

用

を

開

始

す

る

区

間

平
成
一
八
年
一
一
月

一
日

供
用
を
開
始
す
る
日

県
道
原
田
吉
田

線 路

線

名

安
芸
高
田
市
高
宮
町
原
田
字
中
原
六
七
二
番
三
地
先
か
ら

安
芸
高
田
市
高
宮
町
原
田
字
簾
五
八
番
一
地
先
ま
で

供

用

を

開

始

す

る

区

間

平
成
一
八
年
一
〇
月

三
〇
日

供
用
を
開
始
す
る
日

県
道
浅
塚
横
田

線 路

線

名

安
芸
高
田
市
高
宮
町
原
田
字
向
簾
一
七
〇
番
一
地
先
か
ら

安
芸
高
田
市
高
宮
町
原
田
字
向
簾
二
〇
九
番
地
先
ま
で

供

用

を

開

始

す

る

区

間

平
成
一
八
年
一
〇
月

三
〇
日

供
用
を
開
始
す
る
日

(定期)



古紙配合率100％
白色度70％再生紙を使用しています

日
以
内
に
、
広
島
県
知
事
に
対
し
て
異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
同
法
第
八
十
九
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
決

定
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
同
法
第
八
十
九
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
十
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
広
島
県
を
被
告
と
し
て
、
決
定
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か

月
以
内
に
、
異
議
申
立
て
に
対
す
る
決
定
の
取
消
し
を
求
め
る
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

平
成
十
八
年
十
月
三
十
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

一

縦
覧
期
間

平
成
十
八
年
十
月
三
十
日
か
ら
平
成
十
八
年
十
一
月
二
十
日
ま
で

二

縦
覧
場
所

安
芸
高
田
市
役
所
高
宮
支
所

土
地
収
用
法

(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号)

第
十
一
条
の
規
定
に
よ
っ
て
、
次
の
と
お
り
土
地

立
入
り
の
許
可
を
し
た
。

平
成
十
八
年
十
月
三
十
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

一

起
業
者
の
名
称

中
国
電
力
株
式
会
社

二

事
業
の
種
類

一
一
〇
ｋ
Ｖ
特
別
高
圧
架
空
送
電
線

吉
田
広
島
線
鉄
塔
建
替
工
事

三

立
入
り
の
目
的

調
査
及
び
測
量

四

立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
る
土
地
の
区
域

安
芸
高
田
市
吉
田
町
上
入
江
字
横
山
之
内
中
善
寺
、
字
横
山
之
内
南
免
羅
、
字
横
山
之
内
土
休
、
字
横

山
之
内
塚
丸
谷
、
字
横
山
之
内
研
石
、
字
横
山
之
内
磨
ケ
谷
、
字
横
山
之
内
石
打
畠
、
字
横
山
之
内
明
ケ

谷
、
字
横
山
之
内
大
根
、
字
磨
石
及
び
字
川
平
並
び
に
広
島
市
安
佐
北
区
白
木
町
大
字
古
屋
字
大
谷
山
並

び
に
大
字
志
路
字
巖
平
、
字
原
、
字
東
中
倉
、
字
中
倉
、
字
榮
堂
、
字
小
畦
及
び
字
別
所
地
内

五

立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
る
期
間

公
告
の
日
か
ら
六
か
月

公公公
安安安
委委委
員員員
会会会
告告告
示示示

広
島
県
公
安
委
員
会
告
示
第

89号

次
の
遊
技
機
は�

遊
技
機
の
認
定
及
び
型
式
の
検
定
等
に
関
す
る
規
則
(昭
和

60年
国
家
公
安
委
員
会
規

則
第
４
号

。以
下
｢規
則
｣
と
い
う

。)
第
６
条
に
定
め
る
技
術
上
の
規
格
に
適
合
し
て
い
る
と
認
め
る
の

で�
規
則
第
９
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る

。

平
成

18年
10月

30日

広
島
県
公
安
委
員
会

委
員
長�

須
司

登
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6P
0901

6P
0968

6S
0862

検
定

番
号

同
上

同
上

告
示
の
日

(平
成

18年
10
月

30
日
)

か
ら
３
年
間

検
定
の
有
効

期
間

同
上

ぱ
ち
ん
こ
遊

技
機

回
胴
式
遊
技

機 遊
技
機
の

種
類

Ｃ
Ｒ
俺
た

ち
三
羽
鴉

Ｂ
62Ｓ

Ｃ
Ｒ
ぱ
ち

ん
こ
ウ
ル

ト
ラ
マ
ン

Ｍ
78Ｔ

Ｆ
７ パ
チ
ス
ロ

ア
バ
レ
ン

ボ
ウ
シ
ョ

ウ
グ
ン
Ｂ

型
式
名

株
式
会
社
高
尾

代
表
取
締
役
内
ヶ
島
敏
博

(愛
知
県
名
古
屋
市
中
川
区

太
平
通
一
丁
目
３
番
地
)

京
楽
産
業�

株
式
会
社

代
表
取
締
役
榎
本
善
紀

(愛
知
県
名
古
屋
市
中
区
錦

三
丁
目

24番
４
号
)

株
式
会
社
藤
商
事

代
表
取
締
役
松
元
邦
夫

(大
阪
府
大
阪
市
中
央
区
内

本
町
一
丁
目
１
番
４
号
)

申
請

者
名
(住
所
)

左
同

左
同

左
同

製
造
業
者
名
(住
所
)

(定期)


